
Ⅸ 東日本大震災津波への対応

１ 被害の状況

(1)県全体の被害の状況

(2)農業研究センターの被害の状況

イ 畜産研究所

ウ 県北農業研究所

被害なし

平成23年3月11日発生した三陸沖を震源とするマグニチュード9.0の大地震とそれに伴う巨大津波により、本県各地に深刻な被害を与
えた。
ア 地震及び津波の概要（平成23年7月25日現在 岩手県災害対策本部及び岩手県復興局まとめ）

①発生日時：平成23年3月11日（金）14時46分頃 ②震央地名：三陸沖 ③震源の深さ：24ｋｍ
④規模：マグニチュード9.0
⑤本県の最大深度：震度6弱（大船渡市、釜石市、滝沢村、矢巾町、花巻市、一関市、奥州市、藤沢町）
⑥津波の高さ：宮古 8.5m、大船渡8.0ｍ、釜石4.2ｍ、久慈港8.6m（推定）

イ 被害の状況（平成23年7月25日現在 岩手県災害対策本部調べ）

本部・畜産研究所・県北農業研究所の被害状況をそれぞれ記載
ア 本部の状況

南部園芸研究室（陸前高田市）は地震および津波により、庁舎、温室等が全損、ほとんどの備品等が
流失するなど、壊滅的な被害を受けた。
なお、本部（北上市）においても、地震により高価な備品が破損するなどの被害を受けた。

・庁舎等建物のひび割れ
・分析機器の破損等（純水製造装置の全損、その他分析機器の一部破損）

被害 単位 備考
死者数 4,611 人

行方不明者数 2,081 人
負傷者 186 人 一部負傷者を把握できていない市町村がある。

計 6,878 人

全・半壊 24,534 棟
一部損壊 5,010 棟

計 29,544 棟
農業被害 589 億円

林業被害 250 億円
水産業・漁港被害 3,587 億円

工業（製造業）被害 890 億円

商業（小売・卸売業）被害 445 億円
観光業（宿泊施設）被害 326 億円

計 6,087 億円
河川・海岸・道路等施設被害 1,723 億円

都市・公園施設被害 405 億円
港湾関係施設被害 445 億円

計 2,573 億円

公共土木施
設被害

津波による流出、浸水被害の推定額であり、地震に
よる被害は含めていない。

被害の区分

人的被害

家屋被害

産業被害

被害内容 被害面積 主な被害機器

南部園芸研究室 227,609 千円 庁舎、温室等全損 1,522㎡ 201,194 千円 葉面積測定装置他 26,415 千円

本部 5,802 千円 クロマトグラフ他 5,802 千円

計 233,411 千円 1,522㎡ 201,194 千円 32,217 千円

被害総額区分
施設 備品

被害額被害額



２ 農業研究センター災害対策本部の活動

月日 時刻 項目 特記事項

3/11(金) 14:46 （東北地方太平洋沖地震発生） ・自家発電装置起動

14:58 農業研究センター災害対策本部設置
・職員の安否確認、施設・設備の被害状況確認並びに南部園研、畜研、
県北研の情報収集を指示

17:30 第２回災害対策本部会議
・職員の安否未確認８名
・本庁、南部園研、畜研、県北研との連絡不能
・本庁各課へ被害状況速報（公用車使用）

19:00
・南部園研職員３名私用車で本部到着
職員は日々雇用職員も含めて全員無事。庁舎、ハウス等の施設は
壊滅と報告

20:00
・農林水産企画室に第１報をネットで報告
・職員の安否未確認者８名から１６名に増加するも、全員の無事を確認

22:30 第３回災害対策本部会議
・夜間待機者（保安要員）の設置協議
・夜間待機者を８名とする

3/12（土） 9:00 第４回災害対策本部会議

・北上市から断水の通告
・各部から被害状況報告
・節水のため、トイレ使用箇所制限
・南部園研の被害状況確認を指示、調査隊４名を公用車で陸前高田市
へ派遣

・節電のため、不用電源スイッチ切断を指示

9:30 ・生物工学研究所に重要試薬（シーケンス用酵素）の冷凍保存を依頼

12:00 第５回災害対策本部会議
・各部からの被害状況報告
・自家発電装置サブタンクの残量について

13:00
・地下タンクから自家発電装置のサブタンクへホースで人力（約１０人）
給油

15:15
・南部園研調査隊帰庁
・庁舎、ハウスとも壊滅状態、公用車１台も所在不明と報告

17:00 第６回災害対策本部会議
・職員の家族安否状況確認
・南部園研を本部（プロジェクト推進室内に移設
・出張は必要最小限とし、庁内対応優先を申し合わせ

18:00 第７回災害対策本部会議
・各部からの被害状況報告
・夜間待機者（保安要員）として各部１名配置を決定

3/13（日） 9:00 第８回災害対策本部会議

・県外出張職員の帰路状況報告
・ライフライン状況確認（停電（自家発電も不良）、電話不通、水道は
概ね良好）

・ポータブル発電機（ガソリンエンジン）で電源確保
・節水を申し合わせ

11:00 ・所長が本庁に南部園研の被害状況報告

12:00 第９回災害対策本部会議
・各部からの状況報告
・午後の待機者（保安要員）は必要最小限とすることを指示
・ライフラインの状況確認（断水、停電、電話不通状態継続）

18:00 第10回対策本部会議

・全農いわて、アピオ救援活動への支援要請の件
・各部状況報告（県外出張者の帰路状況等）
・津波警報解除、2号非常配備とし全員連絡体制維持を指示
・夜間は保安要員配置を決定



月日 時刻 項目 特記事項

3/14（月） 8:30 第11回対策本部会議

・各部の活動状況等（被害確認）報告及び情報交換
・ライフラインの状況報告
 通電、通水、燃料（特Ａ:7000ℓ弱、軽油400ℓ、ｶﾞｿﾘﾝ僅か）ガス点検中
・引き続き２号非常配備とすることを確認

9:00 全職員への状況説明（１階ホール）
・各部の被害状況説明
・ライフラインの状況説明
・黙祷

11:30 第12回対策本部会議

・各部活動状況の情報交換
・各部被害状況(写真含み）の取りまとめ報告指示
・家族不明者の確認状況報告
・救援活動計画（14～18日：全農いわて営農センター、アピオ）調整
・各部必要最低限とすることを内容とした電気の使用制限を指示
・公用車の使用制限を指示（災害支援用務優先）
プリウス2台、ハイエース1台、レガシー1台、軽トラック1台

・節水のためトイレの使用制限を指示（3階トイレ封鎖）
・燃料節約のため、暖房停止の継続を報告

17:00 第13回対策本部会議
・各部活動状況の情報交換
・救援活動計画（14～18日：全農いわて営農センター、アピオ）調整
・引き続き2号非常配備とし、全員連絡体制維持を確認

3/15（火） 13:00 第14回対策本部会議

・各部活動状況の情報交換
畜研飼料不足であと2週間程度、圃場勤務者から寒いとの声

・救援活動計画（14～18日：全農いわて営農センター、アピオ）調整
・救援勤務者の超勤等勤務処理方法確認（当面帳簿で管理）
・引き続き2号非常配備とし全員連絡体制維持を確認

17:00 第15回対策本部会議

・各部活動状況の情報交換
・救援活動計画（15～18日：アピオ）修正
・「全農いわて」での追加支援活動の要請への対応
→フォークリフト作業（オペレーター1名）

・引き続き2号非常配備とし全員連絡体制維持を確認

3/16（水） 13:00 第16回対策本部会議

・各部活動状況の情報交換
・ハウス暖房灯油・Ａ重油調達不可により世代促進温室、園芸温室、
野菜苗の集中管理化を指示

・職員の家族不明者確認状況報告
・引き続き暖房停止、電気・公用車・トイレ使用制限、節水を確認

15:13 （中国黒龍江省農業科学院）
・農業科学院院長からお見舞いのメール着信、同日夕方所長名でFAX
返信

17:00 第17回対策本部会議 ・各部活動状況の情報交換

3/17（木） 10:00 部長会議 ・被災者移送支援活動の人選を検討

11:00 （一時移送候補地登録） ・被災者の一時移送候補地として農研施設3件を登録

13:00 第18回対策本部会議

・各部活動状況の情報交換
・職員の家族不明者確認状況報告
・被災者移送活動の人選検討
・引き続き暖房停止、電気・公用車・トイレ使用制限、節水を確認
・1号非常配備とし、全員連絡体制維持を確認

15:00 部長会議 ・被災者移送支援者の名簿作成（氏名・自宅・電話等）

17:00 第19回対策本部会議

・各部活動状況の情報交換
・救援活動計画の変更を報告
・南部園芸研究室被害状況調査チームを編成
20～21日：大船渡＆陸前高田、調査の確認と重要物品の回収、
土壌調査

・引き続き暖房停止、電気・公用車・トイレ使用制限、節水を確認
・1号非常配備とし、全員連絡体制維持を確認



月日 時刻 項目 特記事項

3/18（金） 13:00 第20回対策本部会議

・各部活動状況の情報交換
・南部園芸研究室被害状況調査チームの調査計画検討
・連休期間中は各研究室1名配置を指示
・引き続き暖房停止、電気・公用車・トイレ使用制限、節水を確認
・1号非常配備とし、全員連絡体制維持を確認

17:00 第21回対策本部会議

・各部活動状況の情報交換
・救援活動計画（19日～22日）調整
・休日の体制確保
幹部職員交替で日直・当直、各研究室等１名日直配置を指示

・引き続き暖房停止、電気・公用車・トイレ使用制限、節水を確認
・1号非常配備とし、全員連絡体制維持を確認

3/20（日） 7:15 （調査チーム出発）
【目的】
①南部園芸研究室被害状況調査・重要物品回収
②大船渡、陸前高田地方土壌サンプル採集・調査

3/22（火） 9:00 第22回対策本部会議

・連休中の日直・当直者からの活動状況報告
・南部園芸研究室被害状況・土壌調査チーム報告
・引き続き暖房停止、電気・公用車・トイレ使用制限、節水を確認
・1号非常配備とし、全員連絡体制維持を確認

15:00 第23回対策本部会議

・各部情報交換（部局連絡調整会議資料を提供）
・南部園芸研究室被害報告（暫定版）
・引き続き暖房停止、電気・公用車・トイレ使用制限、節水を確認
・1号非常配備として全員連絡体制維持を確認

16:30 部長等会議 ・アピオでの救援物資積込作業割当(23日～25日：計16名）

3/23（水） 13:00 第24回対策本部会議

・各部情報交換（部局連絡調整会議資料を提供）
・普及災害対策技術支援打合せ（3/24県庁）に環境部生産環境室長、
南部園芸研究室長の出席を確認

・引き続き暖房停止、電気・公用車・トイレ使用制限、節水を確認
・1号非常配備とし、全員連絡体制維持を確認

3/24（木） 10:30 部長会議 ・アピオ救援活動支援者協議

13:00 第25回対策本部会議

・各部情報交換
・フォークリフト県消防学校へ移送（調整担当：流通課）した旨報告
・引き続き暖房停止、電気・公用車・トイレ使用制限、節水を確認
・1号非常配備とし、全員連絡体制維持を確認

16:30 部長会議
・農業復旧対策の技術支援打合せ結果の報告
・震災対応連携プロジェクトチームの編成検討

3/25（金） 10:30 部長会議 ・アピオでの救援物資積込作業割当(26日～31日：計37名）

13:00 第26回対策本部会議
・各部情報交換
・引き続き暖房停止、電気・公用車・トイレ使用制限、節水を確認
・1号非常配備とし、全員連絡体制維持を確認

3/28（月） 13:00 第27回対策本部会議

・各部情報交換
・震災復興支援連携プロジェクトチームの編成案協議
・引き続き暖房停止、電気・公用車・トイレ使用制限、節水を確認
・1号非常配備とし、全員連絡体制維持を確認



月日 時刻 項目 特記事項

3/29（火） 13:00 第28回対策本部会議

・各部情報交換
・震災復興支援連携プロジェクトチームの編成修正案協議
・幹部職員の日直体制（4月1日～10日）検討
・南部園芸研究室管理費予算は執行停止、それ以外は例年通り可と
なった旨報告

・南部園芸研究室の被害調査及び公用車の捜索のためのチーム派遣
を検討

・引き続き暖房停止、電気・公用車・トイレ使用制限、節水を確認
・1号非常配備とし、全員連絡体制維持を確認

3/30（水） 13:00 第29回対策本部会議

・各部情報交換
・アピオ保管飲料水を農研センターへ移送することになった旨報告
・燃料供給状況と今後の対応検討
・災害救援物資（缶詰・レトルト食品等）提供の依頼があった旨報告、
センター内へ呼びかけることを確認

・営農技術対策マニュアル検討
・早朝暖房開始、公用車使用制限解除、トイレ使用制限、節水・節電
継続を申し合わせ

・1号非常配備とし、全員連絡体制維持を確認

3/31（木） 9:10 部長会議 ・4月１～14日のアピオ支援活動調整

13:00 第30回対策本部会議

・各部情報交換
・一時保管場所（車庫）への飲料水搬入計画報告
・早朝暖房、トイレ使用制限、節水・節電継続を確認
・1号非常配備とし、全員連絡体制維持を確認

午後～ （車庫へ支援物資搬入） ・アピオ飲料水の搬入･保管（10トン車 5台）

4/1（金） 10:00 運営会議（兼31回対策会議） ・各部情報交換

13:00
14:00

（車庫へ支援物資搬入） ・アピオ飲料水搬入・保管（10トン車 3台）

4/4（月） 9:30 （車庫へ支援物資搬入） ・アピオ飲料水搬入・保管（10トン車 2台）

13:00 第32回対策本部会議
・宮古普及センターからの土壌分析要望報告
・農林水産業の被害額算定状況報告
・一時移送支援チームの活動状況報告

13:30 （車庫へ支援物資搬入） ・アピオ飲料水搬入・保管（10トン車 2台）

4/5（火） 9:15 第33回対策本部会議

・大船渡地域営農相談会・南部園研状況確認結果の報告
・復興支援プロジェクトチームに県北農業研究所の役割を追加すること
を確認

・環境部保有の放射線測定器（1台）の使用可否確認を指示
・被災地の圃場の堆積物、ヘドロ分析等（重金属分析）は県としての
検討必要との認識で一致

・農研の被害総額（南部園研2億1千万円、本部9百70万円）を報告

4/6（水） 10:30 第34回対策本部会議

・震災復旧チームの活動状況報告
大船渡地域営農相談会（4/5キュウリ指導会、4/6トマト指導会）参加

・南部園芸研究室の物品の回収計画（4/7を予定）
・当面の補正予算要求対応（要求は見送り）
・飲料水の搬入状況（10tトラック12台分完了）

4/7（木） 23:32 （震度５強（北上管内）の余震発生）
・１号配備（参集者２３名）
・地震発生と同時に停電、非常電源稼動
・被害状況確認



月日 時刻 項目 特記事項

4/8（金） 8:30 第３５回対策本部会議（兼運営会議）

（停電継続中、非常電源稼動）
・１号配備対応状況報告
・被害状況を再確認を各部へ指示
・非常電源のコンセントを確認のうえ、研究用備品（冷蔵庫等）の使用に
支障のないようにすることを各部へ指示

15:00 第36回対策本部会議

・前夜の地震の被害状況報告
・陸前高田水田土壌分析結果報告
・宮古・久慈土壌分析（重金属等）要請への対応
・復旧復興取組状況の情報共有（農業普及技術課フォルダーに記載）
・研究センターの復旧復興取組状況確認（県北研も含む）
・復旧復興の方向性（県農林水産部）について情報共有
・沿岸市町村訪問結果報告（所長）
・南部園研敷地の瓦礫置場への利用について
・土日当番各部1名配置を決定
・災害対策実施マニュアルの改正案説明

4/11（月） 13:00 第37回対策本部会議

・震災1か月に当たり、一斉黙とうすることを確認（14:46～）
・災害フォルダーの整理・統合を指示
・土日日直は休止、平日は継続を申し合わせ
・センターほ場用水の通水状況報告（通水未確認）

4/13（水） 13:00 第38回対策本部会議

・新たに花巻空港物資搬入への支援要請があった旨報告
・南部園研は取り壊し・撤去とする方針を確認
・県営かん排事業気仙川地区における塩害対策実証ほの設置を了承
・農村建設課、普及技術課等本庁関係者と被災地域の関係機関による
意見交換を14～15日に実施予定である旨情報提供

・大学関係者等から支援活動の打診がいくつか来ていることについて
報告。窓口の一本化が必要との認識で一致

4/15（金） 13:00 第39回対策本部会議(兼運営会議) ・アピオ及び花巻空港の支援体制確認

4/18（月） 13:00 第40回対策本部会議
・アピオ支援の組織体系確認
・農業研究センター震災復旧・復興プロジェクト工程表協議
・南部園芸研究室の清掃のため、チーム編成のうえ派遣することを検討

4/20（水） 13:00 第41回対策本部会議

・南部園芸研究室庁舎整理の実施計画協議（4／27 10時～15時予定）

・土壌分析結果（重金属）の概要報告
・南部園芸研究室建物調査、撤去費用等の処理方針報告
（農林水産企画室は6月補正要求に建物調査費用は盛り込まない
方針である旨報告）

・ＪＳＴ東日本大震災対応・緊急研究開発成果実装支援プログラムへの
応募について協議

4/22（金） 9:00 第42回対策本部会議(兼運営会議)
・津波災害に係る技術対策会議の概要報告（環境部長）
・実証ほの設置打合せ状況報告（南部園芸研究室長）

4/25（月） 13:00 第43回対策本部会議

・東日本大震災による病害虫発生調査への影響について報告
（病害虫防除部）

・第6回災害復興営農対策会議の結果報告（南部園芸研究室）
（陸前高田市は総合営農指導センターの継続は困難とし、取り壊し
する意向を示している旨報告）

・南部園芸研究室庁舎整理の準備状況について報告

4/28（木） 9:00 第44回対策本部会議(兼運営会議)

・南部園芸研究室庁舎整理状況報告
 （農薬、試薬、小農具類、養液タンク2000ℓ等を回収。次回整理は5月

末頃を予定）
・陸前高田市営農指導センター建物について、専門家は「全壊」と判定
したとの情報入手した旨報告

・宮古地域園芸実証ほ設置打合せ結果報告
・大船渡市義援金交付支援業務の状況報告

5/2（月） 13:00 第45回対策本部会議
・震災復旧・復興プロジェクトチーム実証ほの設置状況報告
・5/9以降の花巻空港物資搬入支援再開について、流通課から連絡が
あった旨を報告



月日 時刻 項目 特記事項

5/6（金） 9:00 第46回対策本部会議(兼運営会議)

・陸前高田市の要請により、南部園芸研究室敷地をがれき置場として
貸与した旨報告

・被災した南部園芸研究室について、農林水産企画室、農業普及技術
課が行った農林水産部長協議の結果を報告
（本館等は修繕困難、解体撤去の方針。ただし、時期と予算要求に
ついては今後検討することで部長了解）

・震災復旧・復興モデル実証圃設置打合せ（5/2陸前高田市竹駒地区）
結果報告

5/9（月） 13:00 第47回対策本部会議

・県民くらしの安全課が車庫に保管している水の在庫量を確認した旨
を報告

・当面花巻空港支援はない旨を報告
・5/20の農業農村復興対策連絡会議、総括課長会議には、農研震災
復旧・復興プロジェクトチームの取組みを報告（県北分も含めて）する
ことを確認

5/11（水） 10:00 部長会議
・アピオへの新たな支援要請への対応検討（5/16～5/31まで、延べ
１３人）

5/13（金） 9:00
第48回対策本部会議(兼運営会議)

※以後は運営会議に統合

・第３回センター震災復旧・復興支援プロジェクトチーム会議（5/12）
の結果を報告

・県営かんがい排水事業気仙地区塩害対策実証ほの設置に関する
農村建設課から農業研究センターへの依頼事項を報告

農研への依頼事項
①流入土砂排土工法選定等実証展示ほ設定に当たっての助言
②除塩実証展示ほ土壌の塩類濃度分析

・情報提供（茨城県における原発事故風評被害損害賠償請求
スキームのイメージ）

・情報提供（放射能の影響等について）



３ 復旧・復興に向けた活動

(1)地域の復旧・復興対策会議等への対応

会議の名称 主催者 開催回数 延べ対応者数

災害復興営農対策会議 大船渡地方農業振興協議会 18 30

宮古地域園芸実証ほ設置打ち合わせ 宮古農業改良普及センター 1 3

災害復興営農対策会議 大船渡地方農業振興協議会 2 2

(2)復旧支援業務の実施

実施日数 延べ対応者数

7 11

7 13

14 23

14 37

(3)復興支援業務の実施

実施日数 延べ対応者数

釜石市 小麦播種作業支援 2 5

陸前高田市復興イベント業務 2 2

8 13

1 2

1 2

1 2

1 4

1 4

1 4

1 2

1 4

1 2

6/27～ 移植（機械の貸出）

10/19 ねぎ皮むき機の実演及び貸出(10/24～)

9/30 現地病害虫発生調査

12/18 株堀取り支援（重機持ち込み）

津波被害果樹園における生育状況のモニタリング調査

（久慈地域）
6/10 ねぎの植え付け支援

12/20 株提供

業務内容

被災水田土壌調査、生育調査、収量調査

業務内容

塩害土壌モニタリング及び断面調査

津波被災きゅうり生育調査等

津波被災水稲・土壌調査等

10/24～ ねぎ皮むき機の貸出

（宮古地域）
4/20 促成アスパラガス栽培実証の打合せ(宮古普及センター)

5/18 大作畦実証圃の設置(重機持ち込み)



(4)放射性物質に係る業務

実施日数 延べ対応者数

1 1

9 9

2 2

17 320

120 360

5 5

58 58

牧草等放射線検査 23年10月3日～24年3月20日現在 104 199

牛肉の放射線検査（岩手畜産流通センター）23年10月11日～11月25日 19 19

畜産課勤務（放射線対策支援業務）23年12月1日～24年3月31日 81 81

1 2

1 2

4/5～ 土壌分析 20 30

4/13 除塩対策実証圃設置にかかる事前調査(宮古市摂待地区) 1 3

1 5

6 28

※本部の実施日数、延べ対応者数は中央農業改良普及センター（県域）を含む

(5)復旧・復興支援の取組み紹介(農業研究センター主催含む)

会議等の名称 主催者 研究室名 発表者職・氏名
参加者数

（人）

INS第８回土づくり研修会 INS土づくり研究会 南部園芸研究室
室長

佐々木 裕二
30

施肥合理化協議会総会 岩手県施肥合理化協議会 南部園芸研究室
室長

佐々木 裕二
30

大船渡農業振興協議会総会 大船渡農業振興協議会 南部園芸研究室
室長

佐々木 裕二
30

陸前高田市復興街づくりイベント 陸前高田市街づくり実行委員会
南部園芸研究室
他プロジェクト
チーム員

南部園芸研究室
他プロジェクト
チーム員

17,500

園芸学会東北支部公開シンポジウム 園芸学会東北支部 南部園芸研究室
主査専門研究員

山田 修
60

北日本イチゴ研究会 園芸学会東北支部 南部園芸研究室
主査専門研究員

山田 修
40

本部

畜産研究所

県北農業研究所

3/28 久慈市海水流入地区の土壌調査

畜産課勤務（放射線対策支援業務）23年8月8日～10月31日

放射性物質分析支援(岩手県環境保健研究センター)

農地土壌の放射性物質濃度分布図作成に係る土壌サンプリング※

農作物および土壌における放射性物質の測定

業務内容

農地土壌調査

放射性物質調査に係る土壌サンプリング

放射性物質測定支援業務（岩手県環境保健センター）

4/4 野田村海水流入地区水田全筆の土壌採取

5/9～9/30 土壌EC・生育・収量調査(野田村長地・米田、岩泉町小本、宮古
市摂待、12圃場)

4/25 除塩対策実証圃の設置(摂待地区水利組合、普及センター他)
クロ塗り、資材散布、耕起



会議等の名称 主催者 研究室名 発表者職・氏名
参加者数

（人）

除塩対策実証ほ現地検討会
(大船渡農振協第２回園芸部会と併催)

大船渡農業振興協議会 南部園芸研究室
主査専門研究員

山田 修
21

第12回岩手農林研究協議会シンポジウム 岩手農林研究協議会(AFR) 南部園芸研究室
室長

佐々木 裕二
30

東日本大震災の復旧・復興のための
技術講習会・技術相談会

(独)農業・食品産業技術
総合研究機構
農村工学研究所

南部園芸研究室
主任専門研究員

小田島 雅
110

きゅうりリーダー会議第２回
大船渡農業改良普及センター
JAおおふなと

南部園芸研究室
主査専門研究員

山田 修
15

東北地域アグリビジネス創出フェア2011
東北地域農林水産・食品
ハイテク研究会

南部園芸研究室
室長

佐々木 裕二
100

震災復旧・復興実証圃におけるイチゴ
閉鎖型２層ハンモック栽培システム説明会

岩手県農業研究センター 南部園芸研究室
主査専門研究員

山田 修
25

災害復興営農対策会議
（タイムリー成果検討会）

大船渡農業振興協議会
南部園芸研究室
他プロジェクト
チーム員

南部園芸研究室
他プロジェクト
チーム員

28

農研センター復旧・復興支援プロジェクト
チーム活動成果報告会及び
復興イチゴ現地検討会

岩手県農業研究センター 南部園芸研究室
主査専門研究員

山田 修
65

農楽の会総会 北上市農政課 南部園芸研究室
室長

佐々木 裕二
37

INS未利用資源活用研究会
第８回全県大会・第10回土づくり研究会

INS土づくり研究会・未利用資源
活用研究会

南部園芸研究室
室長

佐々木 裕二
40

岩手県バイオテクノロジー研究成果発表会 農業普及技術課 南部園芸研究室
室長

佐々木 裕二
20

平成23年度農業機械開発改良試験研究
打合せ会議水田作・畑作分科会

(独)生研センター プロジェクト推進室
主査専門研究員
渡邊 麻由子

170

東北農業試験研究推進会議
果樹推進部会

(独)東北農研センター 果樹研究室
室長

小原 繁
27

寒冷地果樹研究会 (独)果樹研究所 果樹研究室
主査専門研究員

及川 耳呂
222

陸前高田市果樹防除説明会 大船渡農業協同組合 果樹研究室
主査専門研究員

及川 耳呂
54

平成23年度園芸学会秋季大会
イチゴ小集会

園芸学会 園芸研究室
主任専門研究員

藤尾 拓也
60

第8回INS土づくり研究会 土づくり研究会 生産環境研究室
室長

小林 卓史
40

日本土壌肥料学会東北支部会
緊急シンポジウム

土肥学会東北支部、
東北農業研究センター

生産環境研究室
上席専研
佐藤 喬

80

東北農業研究センターシンポジウム 東北農業研究センター 生産環境研究室
上席専研
佐藤 喬

120

INS第10回土づくり研究会 土づくり研究会 生産環境研究室
上席専研
佐藤 喬

40

農地の除塩技術の研修会 日本土水総合研究所 生産環境研究室
主任専研
大友 英嗣

20

放射性物質に関する農業指導者向け
研修会

農業普及技術課 生産環境研究室
室長

小林 卓史
200

二戸地方農林水産業振興大会 二戸地方農林水産業振興協議会 環境部
部長

木内 豊
200

宮古地方農業者の集い2012 宮古地方農業振興協議会 生産環境研究室
室長

小林 卓史
100

平成23年度農業者のための
放射性物質対策研修会

一関農林振興センター 生産環境研究室
室長

小林 卓史
200



(6)岩手県災害対策本部等から要請のあった支援業務への対応

期間 日数 延べ対応者数

23.3.14 1 16

23.3.15～7.30 82 243

23.3.20～4.1 11 72

23.4.19 1 2

23.4.27～5.2 6 18

23.8.8～9.30 43 79

23.10.6 1 1

23.3.15～7.1 14 14

23.3.14～3.15 2 2

23.4.27 1 1

23.4.29、5.4 2 2

23.3.15～7.29 77 221

23.3.14～ 2 10

23.10.8 1 1

23.3.14 1 1

23.3.28～3.30 3 3

救援物資配送支援(全農岩手県本部)

被災者一時移送支援

本部

畜産研究所

県北農業研究所

救援物資配送支援(岩手産業文化センター)

救援物資配布キャラバン

救援物資配送支援(全農岩手県本部)

救援物資配送支援(岩手産業文化センター)

救援物資配送支援(岩手産業文化センター)

救援物資配送支援(全農岩手県本部)

救援物資配送支援(花巻空港)

義援金交付事務支援(大船渡市)

救援物資配送支援(全農岩手県本部)

救援物資配送支援(岩手産業文化センター)

放射性物質分析支援(岩手県環境保健研究センター)

業務の内容

被災者一時移送支援

救援物資配送支援(花巻空港)

義援金交付事務支援(大船渡市)


